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６．８．２２ 対外的情報省を設立し、食料危機に対応することを求める意見書の提出に関する陳

情 

 

我が国が、東アジアで戦争に巻き込まれ、主要な食料の輸入が全面停止し、国内

の食料備蓄が枯渇した時、多数の人々が、飢餓状態に陥る。 
このような事態にならない為に、常時食料輸入先の政治動向の把握が必要であ

る。国に対して、対外的情報省を設立し食料危機に対応することを求める意見書の

提出をお願いする。 
 

理由 
世界は戦争の時代に突入した。ロシアがウクライナに侵略戦争を始め、中東では、

イスラエルとハマスが武力衝突を繰り返し、中東全体が不安定化している。 
東アジア地域では中国が拡張政策を進め、北朝鮮も核実験を繰り返し、東アジア

全体に緊張関係が高まっている。また東アジアで戦争が勃発すれば、我が国は、輸

出入が途絶え、食料備蓄は底をつき食料危機が発生し、国民は飢餓状態に陥る。 
この為、常日頃有志国と連携し、食料輸入先の政治動向等を得る事が重要である。

国に食料危機に対応するため対外的情報省を設立するよう意見書の提出をお願い

する。 
よって下記事項を陳情する。 

 
陳情事項 
東アジアで戦争が勃発し、我が国が戦争に巻き込まれ、食料の輸入が全面停止し、

食料の備蓄が枯渇、国内で食料危機が発生する。 
この為、常日頃から食料輸入先の政治動向を把握することが必要である。国に対

し、食料危機に対応する為、対外的情報省を設立することを求める意見書を提出す

る事。 
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